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●フロストシーディングを活用した草地
の植生改善

●平成30年産サイレージの給与のポイ
ント

●冬場を乗りきる子牛管理
●おいしく楽しモ～！乳レシピ

今 年 一 年 を 振 り 返 り
本年は弊社の種苗法違反、品種偽装、隠蔽によ

る不祥事でお客様、関係者の皆様に多大なご迷惑
をおかけしたことを心より深くお詫び申しあげま
す。農林水産省には第三者委員会で指摘のありま
した事項への再発防止策等、現在の対応状況を含
め報告をさせていただき、今後二度と同じ過ちを
起こさないよう社内のコンプライアンスを強化す
ると共に企業風土の改革、ガバナンス体制の抜本
的改善・再構築を行い、違反表示・品種偽装行為
を起こさないために再発防止の完全実施を目指し
お客様の信頼を得られるよう努力していく覚悟で
ございます。
平成三十年を振り返りますと、今年の北海道は

特に六月中旬からの天候不順により一番草の刈り
取りが例年より大幅に遅れたことにより品質の低
下が懸念される事。また、デントコーンにおいて
も日照不足と低温により、生育が思わしくなく収
量、品質においても懸念される状況です。九月に
は北海道胆振東部で震度7の大地震も発生し、山
崩れ等で多くの方の尊い命が失われる事となりま
した。地震により苫東厚真の火力発電所も設備に
損傷が発生し道内の電力供給が出来無くなり、「ブ

ラックアウト」なる状況も発生、多くの方々が大
規模な停電を経験され酪農関係でも搾乳設備が使
用出来ず、牛の調子を悪くされた方や集乳が出来
ず折角絞った牛乳を廃棄するなどの苦渋の選択を
余儀なくされた方々が多数おられます。また、地
震の影響で断水も多くの箇所で発生し、地域によ
っては液状化現象により家に住めない等不自由な
生活を強いられている方や未だ避難所に住まわれ
ている方もいらっしゃるとの事で、改めて被害に
遭われた方々には謹んでお見舞い申し上げます。
今後も本誌「雪たねニュース」を通して皆様の
お役に立てる新しい技術情報や製・商品のご紹介
などタイムリーな話題を提供出来る様に一層の紙
面充実を図って参りますので、引き続きご愛顧い
ただきますようお願い申し上げます。
今年も残り僅かとなりましたが、日頃の弊社製
・商品のご愛顧に感謝を申し上げるとともに、元
号も変わります新たな年の輝かしい新春を迎えら
れます事を心からご祈願申し上げます。

雪印種苗株式会社
北海道統括支店長 五十嵐 誠
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